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研究成果の概要（和文）：フィールドワークを通じたデータ収集とその公開を広範に行った。公開された資料に
は、日琉祖語に遡ると考えられる同源語のリスト『日琉語類別語彙』、諸方言のアクセント資料、方言辞典が含
まれる。日琉祖語の再建に関するシンポジウムを計2回開催した。日琉諸語の歴史が比較言語学、統計学、人類
学の観点から多角的に議論された画期的なシンポジウムであった。１回目のシンポジウムの研究成果は書籍とし
て出版した。プロジェクトによって拡充された方言データを分岐学的手法を用いて分析することによって、日琉
諸語の系統樹を提案した。この系統樹では2つの単系統群、「拡大東日本語派」と「南日本語派」が定義され
る。

研究成果の概要（英文）：Extensive data collection through fieldwork was conducted and made publicly 
available. Published materials include "JR-COGNATE," a list of cognates thought to date back to 
proto-Japonic, materials on accents of various dialects, and dialect dictionaries. Two symposiums on
 the reconstruction of proto-Japonic were held. These were groundbreaking symposiums in which the 
history of the various Japonic languages was discussed from multiple perspectives, including 
comparative linguistics, statistics, and anthropology. The results of the first symposium were 
published as a book. By analyzing the dialectal data collected by the project using a cladistic 
analysis method, we proposed a phylogenetic tree of the Japonic languages. This phylogenetic tree 
defines two monophyletic groups, the "Extended East Japanese branch" and the "South Japanese
branch".

研究分野：言語学

キーワード： 歴史言語学　比較言語学　少数言語　琉球語　系統論　系統樹　方言　日本語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、既存データと方言調査から得られたデータを、方言学、文献学、日本語史の正確な知識に基づいて構
造化したデータベースを用い、日琉語族の系統研究を行う最初のものであり、日本語・琉球語比較言語学に対し
画期的な発展を促すものである。研究の結果に基づいて提案された系統樹は「本土対琉球」という言語学の通説
を覆し得るものであり、言語学のみならず日本列島の歴史を扱う種々の研究分野に対して大きな波及効果をもた
らす可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本列島の諸方言、特に本土の諸方言が、祖語からどのように分岐して現代の姿に至ったかを
明らかにする系統研究はこれまでほとんどなされていない。方言の分類法として広く知られる
「方言区画論」によると、日本列島の諸方言は琉球方言と本土方言とに大別されるという（東条
（編）1953）。この分類法は、目立った言語特徴に着目し、その表面的な類似性に基づいて方言
を分類するものであり、言語変化の過程を再建することを目的としていない。一方、日本語学で
支配的である言語地理学は、言語変化の過程を再建しようとする試みのひとつであるが（徳川
1993）、この枠組みで扱えるのは、主として言語特徴の伝播すなわち借用の過程である。したが
って言語地理学の手法を用いて再建できるのは、列島全体に日本語系統の言語が拡散し個々の
方言が形成された後、すなわち祖語から諸方言への分岐が繰り返された後の比較的最近の歴史
に過ぎない。 
それに対して、分岐学的手法に基づいた比較言語学では、借用による類似性は排除される。そ
こでは、諸方言が祖語から受け継いだ特徴すなわち古形の保持（retention）と、変化の過程で新
たに獲得した特徴すなわち改新（innovation）とが区別され、改新を共有する諸方言が系統的な
分類群として認められる（Atkinson & Gray 2005)。言語変化の過程は系統樹の形で表現される。
比較言語学では文献以前（奈良時代以前）の歴史を再建することが可能となる。 
比較言語学的手法に基づいて諸方言の歴史を解明しようとする試みは、その数は少ないなが
らも存在する（Pellard 2015）。その研究成果によると、日本列島の諸方言は日琉語族をなし、日
琉語族は琉球列島の諸方言すべてからなる琉球語派と、本土の諸方言すべてからなる日本語派
の二大系統群に大別されるという。琉球列島の諸方言と本土の諸方言とに大別される点におい
て、これまでの系統研究は、方言区画論による分類法と一致している。 
従来の比較言語学的系統研究には以下の問題を指摘できる。 

 
問題(1) 日本語派に属するという諸方言間の系統関係が全く不明である。 
問題(2) 本土の諸方言すべてからなる系統群（日本語派）が存在する根拠が示されていない。 
 
問題(1)は、従来の系統研究が琉球語諸方言を中心に扱っており、日本語（本土）諸方言をほと
んど扱ってこなかったことに起因する。問題(2)は、「日本語諸方言はすべて奈良時代ないしそれ
以降の近畿地方の方言（中央方言）の末裔である」とする、日本語研究界に根強い見解に起因し
ていると思われる。しかし、服部四郎氏が 1976 年に示唆しているように（服部 1976）、奈良時
代にはすでに、琉球語が他から分岐していただけでなく、本土の言語も、少なくとも東国方言、
九州方言、中央方言へと分岐していた可能性が高い。このような日琉語族の歴史を解明するため
には、文献以前の歴史を遡ることができる比較言語学的手法を用いることが不可欠である。 
比較言語学的研究の更なる発展のためには、日琉祖語に遡る同源語のリストを作成し、それに
対応する琉球語・日本語諸方言データを収集すること、そのデータを系統研究に有用な形で構造
化した大規模な電子データベースを構築すること、そしてそれを分岐系統学的手法で分析する
ことが有用である。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、分岐系統学的観点を導入した比較言語学的手法に立脚して、日本語・琉球語の祖語
（日琉祖語）の再建を行うとともに、諸方言の系統関係を解明し、日琉語族の系統樹を構築する
ことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
A) データベースの作成 
日琉祖語に遡る語の電子化データベースを作成する。データベースは既存の方言・古語辞書の
データと、新たに行う方言調査からのデータからなる。すべての項目は、比較言語学的分析に必
要な情報（語形と意味のほかに同源性の情報）が付与され、3種の情報に基づいて統一的に検索
可能なように構造化される。 
 
B) 比較言語学的分析 
分子生物学で用いられる分岐系統学モデルを応用した手法に基づいて系統樹を再建する。 
近年欧米を中心に行われている比較言語学的研究は、分子生物学で用いられている統計的手法
を、言語の系統研究に応用することによって成果を挙げている（Atkinson & Gray 2005; Gray & 



Atkinson 2003; Bryant et al. 2005; Lee & Hasegawa 2011;）。分子生物学における系統モデルは、高度
の計算アルゴリズムに基づく大量データ処理に特徴づけられる。これまで様々なモデルが提案
されているが、そのうちのひとつは、系統発生による言語の分岐と伝播（借用）による言語の収
斂とを統合して系統樹を構築することができる（Bryant et al. 2005)。伝播の過程を解明する従来
の言語地理学からの知見と比較言語学からの知見とを統合させることができる点でも、この手
法は有用である。 
 
４．研究成果 
 
（1）フィールドワークを通じたデータの拡充と公開 
フィールドワークを通じたデータ収集とその公開を広範に行った。方言データを拡充するた
めの指針となる調査語彙票には、日琉祖語に遡ると考えられる約 1,300の同源語のリスト『日琉
語類別語彙』（五十嵐 2006b）と、九州諸方言と琉球語諸方言のみが共有する同源語のリスト『九
州琉球同源語調査票』（五十嵐 2017a）が含まれる。前者は、アクセント型の対応に基づいて諸方
言の系統樹を構築するために利用される調査票であり、後者は琉球語と九州方言とが姉妹関係
にあるとする仮説を検証するための調査票である。 
公開された諸方言データには、例えば『日琉語類別語彙』を利用した、熊本県天草市本渡方言
のアクセント資料である松浦（2020; 2021ab）に加え、愛知県新城市方言、静岡県浜松市東部方
言、島根県出雲市大社方言、島根県安来市広瀬方言のアクセント資料である平子（2018a）、尾張
木曽川方言のアクセント資料である（平子 2020b）、埼玉県旧入間郡方言のアクセント資料であ
る平子他（2019）がある。さらに、国立国語研究所のプロジェクトとの共同研究となるが、南琉
球宮古語池間方言の方言辞典（仲間・田窪・岩崎・五十嵐・中川 2022）などがある。 
 
（2）シンポジウムの開催 
日琉祖語の再建に関するシンポジウムを計 2回開催した。1つ目は、平成 30年 12月 22日か
ら 23日の 2日間にわたって、国立国語研究所プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録
とドキュメンテーションの作成」との共催で開催した、公開シンポジウム「フィールドと文献か
ら見る日琉諸語の系統と歴史」である。発表者およびディスカッサントは、国立国語研究所、福
岡大学、オークランド大学、コーネル大学、琉球大学、千葉大学、立命館大学、慶應義塾大学、
フランス国立科学研究センター、一橋大学それぞれに所属する、日琉諸語の歴史を現在第一線で
研究している研究者であった。専門家が一堂に会する場で日琉語族に属する諸言語・諸方言の系
統関係が議論されたのは恐らくこれが初めてであり、画期的なシンポジウムであった。 

2 つ目は、令和 2 年 12月に国立国語研究所プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録
とドキュメンテーションの作成」、科研費プロジェクト「言語系統樹を用いた琉球語の比較・歴
史言語学的研究」、「日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明（新学術領域
「ゲノム配列を核としたヤポネシア人の起源と成立の解明」計画研究 B02班）」、「日琉諸語の歴
史と発展についての総合的研究に向けて（新学術領域 「ゲノム配列を核としたヤポネシア人の
起源と成立の解明」公募班）」との共催で開催した、公開シンポジウム 「日琉諸方言系統論の展
望」である。発表者およびコメンテーターは国内および国外（フランス、オーストラリア）の言
語学者、遺伝学者、自然言語処理研究者であり、日琉諸語の歴史が比較言語学や統計学の観点か
ら多角的に議論された。 
 シンポジウム「フィールドと文献から見る日琉諸語の系統と歴史」の研究成果は、書籍『フィ
ールドと文献から見る日琉諸語の系統と歴史』（木部他（編）2021）として出版した。 
 
（3）系統樹の構築 
研究のたたき台として本プロジェクトの開始前に提案した系統樹（五十嵐 2016a）をもとに、
『日本言語地図』（LAJ）のデータの一部を分岐系統学的手法で分析することで得られる系統樹
を提案した（五十嵐 2017b）。この系統樹は、九州諸方言と琉球語諸方言からなる「南琉球語派」、
八丈方言と東日本諸方言を含む「東日本語派」と「その他」からなる。プロジェクトによって拡
充された方言データに基づいて、この系統樹を改訂した結果を五十嵐（2018ab）で発表した。プ
ロジェクトの最終成果として提案した系統樹は図 1の通りである（五十嵐 2021）。 
 



 

A 岐阜県、愛知県の言語 

B 静岡県西部、長野県南部、八丈島の言語 

C 長野県北部、新潟県上越・中越地方、山梨県、静岡県東部、伊豆諸島北部、群馬県、埼玉県、

東京都、神奈川県、千葉県の言語 

D 茨城県、栃木県の言語 

E 新潟県下越地方、福島県、宮城県、山形県、岩手県、秋田県、青森県の言語 

F 福岡県豊前・筑前地方、大分県の言語 

G 宮崎県中北部の言語 

H 対馬、福岡県筑後地方、佐賀県、長崎県、熊本県の言語 

I 鹿児島県、宮崎県諸県地方の言語 

J 琉球列島の諸言語 

図 1 五十嵐（2021）が提案する日琉諸語の系統樹 
 
この系統樹では 2つの単系統群、「拡大東日本語派」と「南日本語派」が定義される。これら
はいずれも非中央語系諸言語である。拡大東日本語派は新潟県・岐阜県・愛知県以東に分布する
諸言語からなり、東条操の方言区画による「東部方言」（東条（編）（1953））と一致する。拡大
東日本語派は、糸魚川浜名湖線以東の諸言語からなる単系統群「中核東日本語群」を子孫に持つ。
この系統群は都竹通年雄の方言区画における「本州東部方言」と一致する（都竹（1949））。八丈
語は日琉祖語からの最初の分岐とはみなされず、拡大東日本語派中核東日本語群に属する言語
とみなされる。 
南日本語派は九州と琉球列島に分布する諸言語からなる。これは服部四郎が提唱した九州・琉
球祖語仮説を支持する結果である（服部 1976）。琉球諸語は、日琉祖語からの最初の分岐とはみ
なされず、南部九州の言語（東条操の「薩隅方言」（東条（編）1953））の姉妹言語とみなされる。 
この系統樹には、琉球諸語（および八丈語）を除いたすべての日琉諸語からなる単系統群が存
在しない。したがって本土日本諸語なる分類群は（八丈語を含むか否かにかかわらず）側系統群
に過ぎず、系統的分類群としては認められない。日本列島の諸言語を対象とした従来の比較言語
学的研究の多くは、「本土日本語」あるいは「日本語派」という単系統群を大前提とするが、再
考が必要である。 
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不規則性の衰退：日本語方言の動詞形態法で起きていること
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なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 ４．巻
松浦年男 58(1)
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
山形県村山方言における声帯振動率の分布

音声研究 141-150

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
松浦年男 22(2)
 １．著者名



2018年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
外輪式アクセントの歴史的位置づけについて

アジア・アフリカ言語文化研究 259-276

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2021年

2021年

2019年

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 １．発表者名
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 ４．発表年

 ４．発表年
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 ２．発表標題
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